
第４２回機械工業デザイン賞

ア
マ
ダ

ブランク工程統合ソリューションＡＣＩＥＳシリーズ
日本力（にっぽんぶらんど）賞

　
「
短
納
期
へ
の
対
応
能

力
」
「
高
い
製
品
品
質
」

「
変
種
変
量
生
産
へ
の
対
応

力
」
―
。
こ
れ
は
全
て
の
製

造
メ
ー
カ
ー
に
求
め
ら
れ
る

条
件
だ
が
、
そ
う
簡
単
に
達

成
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
ラ
テ
ン
語
の
「
最

先
端
」
の
意
味
を
持
つ
単
語

で
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
を
名
前

と
し
て
与
え
ら
れ
た
ア
マ
ダ

の
「
ブ
ラ
ン
ク
工
程
統
合
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
　
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
こ
れ
ら

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

生
産
現
場
を
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

　
パ
ン
チ
ン
グ
加
工
と
レ
ー

ザ
ー
加
工
の
２
役
を
１
台
で

こ
な
す
複
合
加
工
機
は
同
社

の
自
信
作
の
一
つ
だ
。
新
規

品
で
も
極
小
ロ
ッ
ト
で
も
素

早
く
加
工
デ
ー
タ
を
つ
く

り
、
多
く
の
手
間
と
時
間
が

必
要
だ
っ
た
金
型
の
段
取
り

替
え
を
自
動
化
、
極
限
ま
で

段
取
り
を
減
ら
し
た
連
続
自

動
運
転
が
で
き
る
「
全
自
動

型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し

て
、
市
場
投
入
し
た
。
変
種

変
量
生
産
へ
の
対
応
も
、
従

来
機
と
比
べ
て
最
大

％
生

産
性
を
向
上
さ
せ
た
。
ま

た
、
最
大

時
間
の
連
続
自

動
・
無
人
運
転
を
可
能
に
し

た
。
環
境
へ
の
配
慮
も
欠
か

せ
な
い
。
消
費
電
力
低
減
を

目
的
に
、
パ
ン
チ
加
工
中
の

レ
ー
ザ
ー
発
振
器
に
待
機
モ

ー
ド
を
設
定
し
、
レ
ー
ザ
ー

切
断
以
外
で
の
電
力
を
削
減

で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
消
費
電
力
を
従

来
機
比
最
大

％
削
減
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
特

筆
す
べ
き
は
、
形
成
加
工
品

の
キ
ズ
を
完
全
に
な
く
し
、

高
速
加
工
・
高
品
位
加
工
を

実
現
し
た
点
だ
。
タ
レ
ッ
ト

パ
ン
チ
プ
レ
ス
開
発
か
ら

年
、
長
年
の
「
理
想
」
を
実

現
さ
せ
る
の
に
一
役
買
っ
た

の
は
、
新
型
タ
レ
ッ
ト
と
フ

ル
フ
ラ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
だ
。

同
機
で
は
下
タ
レ
ッ
ト
を
テ

ー
ブ
ル
の
下
に
配
置
。
加
工

時
に
テ
ー
ブ
ル
が
開
き
、
下

金
型
を
昇
降
さ
せ
て
加
工
す

る
。
上
下
方
向
に
成
形
加
工

し
て
も
、
下
タ
レ
ッ
ト
に
接

触
し
な
い
た
め
、
板
材
を
傷

つ
け
な
い
仕
上
が
り
と
な
っ

た
。
ま
た
、
ダ
イ
の
上
下
を

数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

指
令
に

よ
り
任
意
で
自
動
設
定
を
可

能
に
し
た
こ
と
で
、
ク
ラ
ン

プ
際
の
加
工
製
品
の
変
形
を

解
消
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は

使
用
金
型
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ

た
４
種
類
の
ス
ラ
イ
ド
窓
が

装
備
さ
れ
て
お
り
、
加
工
に

必
要
な
ダ
イ

の
み
を
選
択

・
昇
降
さ
せ

て
い
る
。
こ

れ
ら
の
独
自

の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ

り
、
ダ
イ
と

加
工
対
象
物

ワ
ー
ク

と
の
干
渉
、

キ
ズ
、
腰
折

れ
な
ど
を
一

掃
し
、
上
位

の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
か
ら
工

程
統
合
加
工

ま
で
の
自
動

化
に
成
功
し

た
。
ま
た
、

２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド

Ｉ

Ｄ

付
き
金
型
で
、
自
動
検

出
・
自
動
交
換
が
可
能
と
な

り
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
違
い
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
期
の
金
型

管
理
が
大
幅
に
合
理
化
で

き
、
人
的
ミ
ス
を
極
力
排
除

す
る
姿
勢
を
確
立
さ
せ
た
。

　
省
エ
ネ
・
端
材
の
利
用
が

可
能
な
の
も
ポ
イ
ン
ト
が
高

い
。
パ
ン
チ
ン
グ
加
工
中

は
、
発
振
器
と
チ
ラ
ー
の
消

費
電
力
を
段
階
的
に
低
減
さ

せ
る
。
レ
ー
ザ
ー
加
工
中
と

比
べ
る
と
最
大

％
削
減
。

さ
ら
に
待
機
中
は
最
大

％

低
減
さ
せ
る
の
に
成
功
し

た
。
ま
た
、
マ
ル
チ
ス
ト
ッ

カ
ー
に
製
品
を
無
キ
ズ
で
集

積
す
る
こ
と
で
、
加
工
品
質

の
維
持
と
、
端
材
の
積
極
的

利
用
を
図
り
、
材
料
コ
ス
ト

削
減
に
貢
献
し
た
。

　
レ
ー
ザ
ー
光
軸
移
動
範

囲
、
タ
レ
ッ
ト
搭
載
部
分
の

新
加
工
機
能
部
分
を
シ
ル
バ

ー
カ
ラ
ー
で
明
確
に
し
、
ア

ク
リ
ル
パ
ネ
ル
に
よ
る
加
工

状
況
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
分

の
視
認
性
の
向
上
を
図
っ

た
。
操
作
性
・
安
全
性
の
向

上
を
目
指
し
て
、
タ
レ
ッ
ト

カ
バ
ー
も
開
閉
扉
も
可
動
範

囲
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
展
開
や
利
便
性

に
配
慮
し
、
ト
ー
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
指
向
し
て
展
開
さ
れ

た
造
形
処
理
は
、
工
程
統
合

機
と
し
て
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
を
実
現
す
る
開
閉
パ
ネ
ル

処
理
に
結
実
し
て
い
る
。
パ

ン
チ
ン
グ
加
工
と
レ
ー
ザ
ー

加
工
を
複
合
し
た
同
製
品

は
、
変
種
変
量
生
産
の
自
動

化
と
、
短
納
期
対
応
を
実
現

し
、
競
争
力
の
高
い
製
品
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。

日
立
メ
デ
ィ
コ

一般撮影装置　Ｒａｄｎｅｘｔ　ＰＬＵＳ
日本力（にっぽんぶらんど）賞

　
現
代
の
日
本
社
会
は
、
総

人
口
に
お
け
る

歳
以
上
人

口
が

％
以
上
と
い
う
超
高

齢
社
会
に
突
入
す
る
と
と
も

に
、
若
年
層
に
お
い
て
も
健

康
志
向
は
旺
盛
だ
。
医
療
に

対
す
る
関
心
が
、
社
会
全
体

で
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
初

期
診
断
に
お
い
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
検
査
の
一
つ

で
あ
る
「
一
般
撮
影
」
と

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
こ

と
。
ド
イ
ツ
人
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
が
１
８
９
５
年
に
発
見
し

た
Ｘ
線
に
よ
り
、
人
体
を
傷

つ
け
る
こ
と
な
く
内
部
を
検

査
し
、
病
巣
発
見
に
貢
献
す

る
画
期
的
な
技
術
と
し
て
、

同
氏
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
１
０

０
年
以
上
経
っ
た
が
、
ま
す

ま
す
一
般
撮
影
へ
の
重
要
度

は
高
ま
っ
て
い
る
。
ど
ん
な

に
小
さ
な
病
院
で
も
１
台
は

設
置
さ
れ
て
い
る
一
般
撮
影

装
置
は
、
医
療
現
場
に
お
い

て
、
極
め
て
使
用
頻
度
の
高

い
医
療
機
器
で
も
あ
る
。
レ

ン
ト
ゲ
ン
技
師
へ
の
負
担
を

軽
減
し
な
が
ら
、
数
多
く
の

撮
影
作
業
を
こ
な
す
た
め
、

日
立
メ
デ
ィ
コ
の
「
一
般
撮

影
装
置
　
Ｒ
ａ
ｄ
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

　
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
に
高
い
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

年
ぶ
り
の
フ
ル
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
に
際
し
、
同
社
が

病
院
や
顧
客
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
重
ね
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
の
は
、
最
先
端
の
撮
影
技

術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｘ

線
管
と
被
検
者
ま
で
の
距

離
、
向
き
、
角
度
、
高
さ
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ジ
シ

ョ
ニ
ン
グ
作
業
を
容
易
・
短

時
間
で
で
き
る
か
ど
う
か
で

あ
っ
た
。
病
院
に
よ
っ
て
は

一
日
１
０
０
人
以
上
も
撮
影

を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
は
、
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
作
業
へ
の
ス
ト
レ
ス
軽

減
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

被
検
者
へ
の
配
慮
も
欠
か
せ

な
い
。
介
助
の
し
や
す
さ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
や
す
さ
や
、
機
器
の
外
観

か
ら
く
る
イ
メ
ー
ジ

恐
怖

心
・
圧
迫
感

の
除
去
、
耳

障
り
な
操
作
音
か
ら
く
る
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
も
重
要
で
あ

る
。

　
以
上
の
課
題
解
決
策
と
し

て
同
社
が
開
発
し
た
の
は
、

柔
和
な
外
観
デ
ザ
イ
ン
と
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
作
業
が
片
手

で
で
き
る
「
ワ
ン
ハ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
グ
リ
ッ
プ
」

だ
。
天
井
走
行
式
装
置
と
し

て
は
珍
し
く
、
低
い
位
置
に

操
作
ス
イ
ッ
チ
が
配
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
高
い
位
置
か

ら
の
移
動
が
容
易
に
な
っ

た
。
片
手
で
被
検
者
を
介
助

し
な
が
ら
、
片
手
で
自
由
に

操
作
が
可
能
に
な
り
、
か
つ

自
由
に
回
転
す
る
た
め
、
管

球
向
き
に
関
係
な
く
、
自
然

な
手
の
位
置
で
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
間
工

学
面
か
ら
研
究
し
た
、
使
い

や
す
い
大
型
ハ
ン
ド
ル
と
、

大
型
操
作
ス
イ
ッ
チ
で
、
操

作
性
が
向
上
し
た
。
ま
た
、

上
下
ス
ト
ロ
ー
ク
１
６
５
０

を
確
保
し
、
広
い
撮
影

範
囲
が
実
現
し
た
。
電
磁
ロ

ッ
ク
の
静
穏
制
御
化
に
よ

り
、
静
か
な
撮
影
室
を
確
保

し
た
他
、
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル

デ
ィ
テ
ク
タ
ー

Ｆ
Ｐ
Ｄ

用
画
像
処
理
技
術
「
Ｆ
Ａ
ｉ

Ｃ
Ｅ
α
」
に
よ
り
、
Ｘ
線
制

御
側
と
画
像
処
理
操
作
側
を

一
元
化
し
、
優
れ
た
ワ
ー
ク

フ
ロ
ー
を
実
現
し
て
い
る
。

マ
ル
チ
周
波
数
処
理
に
よ

り
、
撮
影
部
位
ご
と
に
観
察

部
位
の
周
波
数
成
分
に
合
わ

せ
て
、
個
別
に
周
波
数
処
理

を
最
適
化
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
の
も
、
特
筆
す
べ

き
点
だ
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
で
優
し
い
イ

メ
ー
ジ
表
出
を
意
図
し
た
造

形
処
理
や
、
ス
マ
イ
ル
イ
エ

ロ
ー
を
配
し
た
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
と
相
ま
っ
て
威
圧
感
を
軽

減
し
、
独
創
的
な
集
約
操
作

性
を
実
現
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
登
場
に
よ
り
、

Ｘ
線
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

急
速
に
進
行
し
、
撮
影
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
は
そ
の
様
相
を
一

変
さ
せ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
さ

れ
た
同
製
品
は
、
安
心
で
快

適
な
検
査
環
境
を
実
現
し
、

一
般
撮
影
装
置
の
あ
り
方
・

あ
り
よ
う
を
示
し
て
い
る
。

「
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｆ
ｒ

ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｙ
＆
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ

ａ
ｔ
ｏ
ｒ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ
」
を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

セ
プ
ト
に
掲
げ
、
「
手
動

で
、
素
早
く
、
軽
や
か
に
、

静
か
に
」
を
実
現
さ
せ
た
同

製
品
が
、
被
検
者
と
技
師
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
な
ぐ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 　　


